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2011年度理事会議事録

日時 2011年9月9日(金) 15時00分~ 17時00分

場 所:信州大学人文・経済学部棟611皆会議室

理 事:森下高治理事長，藤田主一副理事長，井

上孝代，浮谷秀一，内山伊知郎，荻野七

重，加藤1導己，川本利恵子， 桐生正幸，

田中真介，回"1二，{右子，谷口泰富，田之内

厚三，玉井寛，内藤哲t1t蜂屋 真，

深津伸幸，藤森立男，細江達郎，松浦常

夫，松田浩平，向井希宏，森脇保彦，蓮

花一己(以上24名)

監 事:高橋良博

名誉会員: 111岡 淳

オフ寸ザーパー:演 保久大会委員長

(第79回大会委員長)

事務局・浮谷秀一(事務局長)，

佐藤恵美(事務局幹事)

1. 理事長より(森下理事長)

2 第78回大会委員長挨拶(内藤大会委員長)

3 報告事項

(1) 事業報告

1) 会員の異動および会費納入状況

• 2011年9月5日現在，会員数1，192名である 0

• 2011年度会費の納入率は約70%である。

2) 各種委員会報告

①機関誌編集委員会()11本委員長)

・平成22年度には第36巻第 I号(原著2本，短

幸日2本，公開シンポジウム)および第36巻第2

号(原著6本，短報3本)を発行した。

-現在第37巻第 l号の発行準備中であり，原著 l

本，資料 3本，短報2本が査読済みである。

-第37巻第2号には，第77回大会シンポジウム

および優秀大会発表賞の結果を掲載する予定

である。

• 2011年4月現在査読中の論文は22本である。

・年間3号の機関誌発行を計画 し， 準備 してい

る。

②企画委員会(凹之内委員長)

-平成22年度の活動としては，第77回大会で研

事務局だより

修会A，Bを開催したことど 2010年 11月 13日に

東京富士大学で公開シンポジウムそ開催した

ことである。

・平成23年度は第78回大会で研修会A，Bを行う 。

研修会Aは大橋信夫先生，研修会Bは木村友

昭先生に依頼した。

• 2011年 11月 12日(土)に「まさか !の応用心理

学 災害時はこうする 」を日本体育大学に

て開催する予定である。この告知は，明日の

大会にてチラシを配布する予定である。

③広報委員会(藤森委員長)

・『応用心国学のクロスロード』第2号は2010年

12月に， 第3号は2011年6月に発行した。

・第4号は2011年 12月に発行する予定である。

④ 「応用心理士」認定審査委員会(玉井委員長)

・2010年度後期は7名の応募があり， 7名を認定

した0

・2011年度前期は l名の応募があり 1名を認定

した。

⑤国際交流委員会(内藤委員長)

-匡l際応用心理学会(メ jレボ、jレン)の特集号は，

約60名による査読をしているところである。

⑥若手研究者支援委員会(蓮花委員長)

-明日の第 78回大会の若手支援の準備はできて

いる。昨年までは大会中の手続きを受け付け

たが，今年から事前申し込みとした。 しかし，

まだ完全に周知されていないので，今大会で

はブースを設置する予定である。来年以降は

事前申し込みのみとする。

⑦学会賞選考委員会(藤田委員長)

-優秀大会発表賞を第 77回大会から創設し， 4 

件が受賞した。明日の懇親会で授賞式を行う 。

第78回大会でも優秀大会発表貨の選考を行う

予定である 0

・来年度は学会賞の選考がある。

(2) 理事長諮問機関の答申について(中間報告)

(藤田副理事長)

1) 理事長諮問機関として「応心の更なる発展

を考える会」を立ち上げ6名の委員が選考

された。そこでは学会が抱える問題につい

て議論してきたので， このことについて中

間報告する。常任理事会に報告 し承認され
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たことも含まれている(別紙参照)。

①理事 ・常任理事の定数について:理事定数は

現行の36名を維持するが，選挙によって選出

される理事を 24名から 27名，推薦による理事

を 12 名から 9 ~1 とする 。 また ， 選挙によっ て

選出される常任理事を 15名から 9名にする(常

任理事会で承認され， 今年度総会に提案す

る)。

②応心の財政を考 え， 年会費の値 七げを検討 し

たが， まずは支出の見直 しをすること にした。

③会員名簿の紙媒体を廃止とし，マイ ページを

立ち上げ活用していく('~tt任理事会で承認

済)。

④111政を考慮 し， w応用心理学のク ロスロ ード』

の発行を年 l号にする(常任理事会で承認済)。

⑤会員サービスの向上どして 「メーjレニュース」

を新設し，最新ニュースそ配信 していく(常

任理事会で承認済)。

⑤学会ホームページをリニュー アノレすることで

対外的にアピーjレしていく(常任理11事会で承

認済)。

⑦「応用心理士」の確保ど質的保証ど して，専

門分野の活躍領域の明記，資格取得後の研修

会参加などを検討 していく (検討中)。

⑨「優秀大会発表質」を第77回大会から新設し，

年次大会を活性化すること を目指す (常任理

事会で承認済)。

⑩日本心理学会で、応心企画シンポジウムを実施

していくことを決め， 2011年度の大会で実施

する(常任理事会承認済)。

(3) 2010年度第77回大会報告 (岡1:1:1委員長)

・発表件数は昨年どほぼ同じ， 大会参加者は約

400名であった。自主ワーク ショップは81'1こと
なり， 例年より多かった。

-大会論文集の閲覧ができるようにした。

(4) 日本心理学諸学会連合報告

(谷口担当常任理事)

• 2011年6月に日本心理学会諸学会連合の役員が

改選され，新{木H11Jが発足 した(別紙参照)。

・医|資格問題について， 1 資格 l法案の成立を目

指すことどした。|主l資格の名称については，

医療関係団体どの協議を踏まえて「心理師(仮

称)J どして議論 している。今後，固など各方

面と折衝が行われていく 予定である。

4 審議事項

(1) 2010年度決算に関する件(浮谷事務局長)

• 2010年度の決算書 (別紙)の説明があり， 高

橋l誼事から適正に処理されていると の会計慌

査報告があった。審議を経て承認された。

(2) 2011年度予算に関する件(浮谷事務局長)

・2011年度の予算案 (別紙)の説明があり， 審

議を経て承認された。

(3) 会則改正に関する件(森下理事長)

・|三l本応用心浬学会会則および日本応用心理学

会役員選出 ・選挙規程の改訂が提案された。

改訂部分は以 Fのどおりであり ，審議を経て

承認された。

[日本応用心理学会会則]

①第4条(会員):1本会の会員は，正会員，名誉

会員，賛助会員，および学生会員 どする。本

会に入会 しよ うとする者は，正会員および名

誉会員の推薦により，所定の手続きを経て，

常任理事会の承認を得ることとする」のr-I:Iに

終身会員を姉入する。

②第6条(理事長 ・副理事長):12 副理事長は

理事長の指名に よる」を挿入する。

③第6条(理事 ・監事)の記載を，(理事 ・常任

理事 ・監事)と し，常任理事を加え る。

④第7条(理事 ・監事)の規程 1常任理事 15名

を選出する。」の部分を 「常任理事9名を選出

する。」に改訂する。 さらに， 1必要があれば

埋事長は常任耳目事若干名を推薦することがで

きる」そ力日える。

⑤付則5:15.本会則は平成23年9月 11日より改

正施行する。」 と改正する。

[ Iヨ本応用心理学会 役員選出 ・選挙規程]

①第4条Cfm事の選出):1理事36名のうち， 24 

名は会員の選挙により， 12名は選挙台11長記名

者の 1:1:1から常任理事会の推薦によって選出す

る」を，1砲事36名のうち，27名は会員の選

挙により， 9名は選挙台帳記名者の1:1:1から常任

理事会の推薦によって選出する」に改訂する。

②付則3: 13. 本会則は平成23年9月 11日より

改正施行する。」 ど改正する。

(4) 名誉会員推裁に関する件(森下理事長)

・前浬事長である岡村一成先生を名誉会員 とし



事務局だより

て推戴することが承認された。

(5) 東日本大震災支援に関する件(森下山事長)

・日本応用心理学会東日本大震災の実践 ・調査

教育研究活動に対する助成について，森下理

事長より提案 ど説明があった(日IJ紙参照)。

[助成内容]

・個人あるいはグループで被災地 を対象に震災

の被災者に対する支援活動，原発事故への支

援活動，調査教育活動に取り組まれた本学会

の会員に対し，助成を行う。

• 2011年 10月31日までに提出された申請書を審

査委員会で厳正なる審査を行い 3件程度を採

択する。審査結果は2011年 12月31日までに採

否を通知し，メーノレニュースでも公表する。

.2012年3月までに報告書を提出してもらい，機

関誌などに掲載する。

-予算は約30万円どする。

(6) 2013年度第80回大会委員長(大会当番機関)

に閲する件(森下埋事長)

• 2013年度第80回大会は日本体育大学 o篠田大

会委員長)で開催されることが提案 され，承

認された。

5. 2012年度第79回大会委員長挨拶(演保久大

会委員長)

・2012年9月22日(土)23日(1三1)に北星学園大学

(札幌)で開催する予定である。現在， )音、欲的

に準備を進めている。

2011年度総会議事録

日時 2011年9月10日(土) 11 時 45分~ 12 附 45分

場 所・ 信州大学第4講義室

進行:浮谷事務局長

I 理事長挨拶(森下理事長)

2 第78回大会委員長挨拶(内藤大会委員長)

3 議長選出

・大会委員長である内藤大会委員長が選出され

た。

4. 報告事項

(1) 事業報告

1) 会員の異動お よび会費納入状況

• 2011年9月5日現在，会員数 1，192名である。

2011年度会費の納入率は約70%である。
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2) 各種委員会報告

①機関誌編集委員会 (J11本委員長)

・平成22年度には第 36巻第 l号 (原著2本，短

報2本，公開シンポジウム)および第36巻第2

号 (原著 6本， 短幸1~ 3本)を発行した。

-現在第37巻第 l号の発行準備中であり，原著 i

本， 資料 3本， 短幸1~ 2本が査読消みである 。

-第 37巻第z号には，第 77回大会シンポジウム

および優秀大会発表質の結果を掲載す る予定

である。

• 2011年4月現在査読仁1"の論文は22本である。

・年|昔J3号の機関誌発行を計画し，準備してい

る。

②企画委員会(田之内委員長)

-平成22年度の活動ど しては，第77回大会で研

修会A，Bを開催したことど 2010年 11月 13日に

東京富士大学で公開シンポジウムを開催した

ことである。

-平成23年度は第78回大会で研修会A，Bを行う 。

研修会Aは大橋信夫先生，研修会Bは木村友

昭先生に依願 した。

• 2011年 11月 12日(土)に 「ま さか 1の応用心理

学 災害時はこうする一」を日本体育大学に

て開催する予定である。 この告知は， I[FJ日の

大会にてチラシを配布する予定である。

③広報委員会(藤森委員長)

• w応月=1心理学の クロスロード』第2号は2010年

12月に，第3号は2011年6月に発行 した。

・第4号は2011年 12月に発行する予定である。

④ 「応用心理二tJ認定審査委員会(玉井委員長)

・2010年度後期は7名の応募があり， 7名を認定

した0

・2011年度前期は l名の応募があり ，1名を認定

した。

⑤国際交流委員会(内藤委員長)

-国際応用心邸学会 (メルホ、jレン)の特集号は，

約60;G，によ る査読を しているとこ ろであ る。

⑥若手研究者支媛委員会 (蓮花委員長)

-明日の第78回大会の若手支援の準備はできて

いる。昨年までは大会中の手続きを受け付け

たが， 今年から事前申し込みとした。 しかし，

まだ完全に周知されていないので，今大会で

はブースを設置する予定である。来年以降は
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事前申 し込みのみとする。

⑦学会賞選考委員会(藤田委員長)

・優秀大会発表賞を第 77回大会から創設 し， 4 

存|二が受賞した。明日の懇親会で授賞式を行う 。

第78回大会でも優秀大会発表質の選考を行う

予定である。

-来年度は学会貨の選考がある。

(2) 理事長諮問機関の答申について(中間報告)

01嶋田高IJ理事長)

1) 理事長諮問機関どして「応心の更なる発展

を考える会」を立ち上げ6名の委員が選考

された。そこでは学会が抱える問題につい

て議論してきたので，このことについて中

間報告する。常任理事会に報告し承認され

たことも含まれている(別紙参照)。

①理事 ・常任理事の定数について:理事定数は

現行の 36名を維持するが，選挙によって選出

される理事を 24;ちから 27名，推薦による理事

を12名から 9名どする。 また，選挙によって

選出される常任理事を 15名から 9名にする(常

任理事会で承認され，今年度総会に提案す

る)。

②応心の財政を考え，年会費の値上げを検討 し

たが， まずは支出の見直しをすることにした。

③会員名簿の紙媒休を廃止と し， マイページを

立ち上げ活用 していく (常任理事会で承認

済)。

④財政を考慮し，w応用心理学のクロスロ ー ド』

の発行を年 I号にする(常任理事会で承認済)。

⑤会員サービスの向上ど して「メ ーノレニュース」

を新設 し，最新ニュースを配信していく(常

任理事会で承認済)。

⑥学会ホームページをリニューアlレすることで

対外的にアピーlレしていく(常任理事会で承

認I斉)。

⑦ 「応用心理士」の確保ど質的保証として，専

門分野の活躍領域の明記，資格取得後の研修

会参加などを検討していく(検討中)。

⑧「優秀大会発表質」を第77回大会から新設し，

年次大会を活性化することを目指す(常任理

事会で承認済)。

⑨日本心理学会で応心企画シンポジウムを実施

していくことを決め， 2011年度の大会で実施

する(常任理事会承認済)。

(3) 2010年度第77回大会報告(圧|中委員長)

・発表件数は昨年どほぼ同じ，大会参加者は約

400名であった。白主ワークショップは8{11ニと

なり ，例年より多かった。

-大会論文集の閲覧がで、きるようにした。

(4) 日本心理学諸学会連合報告

(心理学検定を含む)

[理事会について] (谷口担当常任理事)

.2011年6月に日本心理学会諸学会連合の役員が

改選され，新体制が発足した(別紙参照)。

-国資格問題について， 1資格l法案の成立を目

指すこどとした。国資格の名称については，

医療関係団体どの協議を踏まえて「心理師(仮

称)J として議論している。今後，固など各方

面ど折衝が行われていく予定である。

[心理学検定について](大坊担当常任理事)

-受験者が昨年に比べて 500名程度増加し， 年々

何回加傾向にある。

・増加l耳III生!として，インタ ーネットで申し込み

ができるようになったこと，公式問題集が年

度ごとに 刊行されるようになったことが挙げ

られる。

-検定のシンボ lレマ ークを募集したところ 20~

30件集まり，今後検討していく 。

5 審議事項

(1) 2010年度決算に関する件(浮谷事務局長)

• 2010年度の決算書 (別紙)の説明があり，高

橋liiE事から適正に処理されているとの会計監

査報告があった。審議を経て承認された。

(2) 2011年度予算に関する件(浮谷事務局長)

• 2011 年度の予算案(別紙)の説明があり，審

議を経て承認された。

(3) 会則改正に関する件(森下理事長)

-日本応用心理学会会則および日本応用心理学

会役員選出 ・選挙規程の改訂が提案された。

改訂部分は以下のどおりであり，若手識を経て

承認された。

[日本応用心理学会会l~ iJ J

①第一4条(会員):r本会の会員は，正会員，名誉

会員，賛助会員，および学生会員とする。本

会に入会しようとする者は，正会員および名

誉会員の推薦により，所定の手続きを経て，
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常任理事会の承認を得る ことどする」の仁1:1に， ・2013年度第80回大会は日本体育大学 (藤田大

終身会員を婦人する。

②第6条(理事長 ・副理事長)・ 12 副理事長は

理事長の指名による」を持入する。

③第6条(理事 ・監事)の記載を乙(理事 ・常任

理事 ・監事)とし，常任理事を加える。

④第7条(理事 ・監事)の規程 1常任理事 15名

を選出する。」の部分を「常任組事9名を選出

する。」 に改訂する。 さらに， 1必要があれば

理事長は常任理事若干名を推薦することがで

きる」を加える。

⑤付則5: 15.本会則は平成23年9月II日より改

正施行する。」ど改正する。

[日本応用心理学会 役員選出 ・選挙規程]

①第4条(埋事の選出): 1理事 36~1 のうち， 24 

名は会員の選挙により ，12名は選挙台11長記名

者の中から常任理，事会の推薦によって選出す

る」を 1理事36名のうち， 27~1 は会員の選

挙により， 9名は選挙台I II~記名者の lゃから常任

理事会の推薦によって選出する」に改訂する。

<%付則3: 13.本会則は平成23年9月11日より改

正施行する。」ど改正する。

(4) 名誉会員推戴に関する件 (森下理事長)

-前理事長である 岡村一成先生を名誉会員 とし

て推戴することが承認された。

(5) 東日本大震災支援に閲する件(森下理事長)

.日本応用心理学会東日本大震災の実践 ・調査

教育研究活動に対する助成について，森下理

事長より提案と説明があった(別紙参照)。

[助成内容]

・個人あるいはグノレープで被災地を対象に震災

の被災者に対する支援活動，原発事!次への支

媛活動，調査教育活動に取り組まれた本学会

の会員に対し，助成を行う 。

. 2011年 10月31日までに提出された申請書を審

査委員会で厳正なる審査を行い， 3件程度を採

択する。審査結果は2011年 12月31日までに採

否を通知 し， メーノレニュースでも公表する。

. 2012年3月までに報告書を提出 してもらい，機

関誌などに掲載する。

-予算は約30万円とする。

(6) 2013年度第80回大会委員長(大会当番機関)

に関する件(森下埋事長)

会委員長)で開催されることが提案され，承

認された。

5. 2012年度第79回大会委員長挨拶(演保久大

会委員長)

・2012年9月221::1(土)23日(日)に北星学園大学

(札11屍)で開仮する予定である。現在，意欲的

に準備を進めている。

6. 議長解任

7. 名誉会員称号証書授与

-森下理事長より，岡村一成氏(東京富士大学)

を名誉会員 とする称号を授与された。その後，

岡村氏からお礼の挨拶があった。

8. 2012年度第79回大会委員長挨拶

(演保久大会委員長)

• 2012年9月22日(土)23日(日)に北星学園大学

(札幌)で開催される予定である。現在， 意欲

的に準備を進めている。

2011年度第4回常任理事会議事録

日 H寺・2011年11月12日(土) 11時00分~ 1 2時30分

場所:日本体育大学 深沢校舎5階中会議室

出席者:森下高治理事長， J篠田主一副理事長

浮谷秀一，川本利恵子，大坊郁夫，田中真

介，谷口泰富，田之内厚三，内Jl妥哲ll:!L

藤森立男，向井希宏，蓮花一己，演保久

(第79回大会委員長)(以上 13名)

欠席者:ヂ|上孝代，玉井寛

事務局:浮谷秀一(事務局長)

I 報告事項

l 理事長より(森下理事長)

. 9月に開催された第78回大会(内藤哲雄大会

委員長)へのお礼 ど，次期第79回大会の演

保久大会委員長の本会出席に対するお礼が述

べられた。

• 1::1本心理学会第75回(日本大学文理学部)に

て本学会主催シンポジウムを開催した。

・本学会ホームページに関する作業を，軽部幸

浩先生(駒際大学)に広報委員になっていた

だきお願いした。

.*日本大震災研究支援助成の資金にするため，

本日の公開シンポジウムでワンコイン募金を
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実施する 0

・常任理事会の会場を提供 していただいた藤田

先生どお手伝いの学生にお礼が述べられた。

2 委員会報告事項

(1) 機関誌編集委員会 (J11本委員長)

-第37巻第l号はII月20日ごろ発送予定である。

掲載内容は，原著 l本， 資料3本， 短報2本，

公開シンポジウム報告，永1崇幸七先生 (名誉

会員)の追悼文である。

(2) 企画委員会(回之内委員長)

-本日の常任理事会終了後に公開シンポジウム

「“まさか !"の応用心理学 災害H寺はこうす

る 」が開催される。

(3) 広報委員会(藤森委員長)

・『応用心理学のクロスロ ー ド』第4号の最終校

正をしている。12月中旬に発送予定である。

(4) I応用心理士」認定審査委員会

(代理・ 浮谷委員)

・20日年度後期の申請者は，現在2:7=，で、ある。締

め切りは 11月30日なので，身近な未取得者に

勧めてほ しし、。

(5) 国際交流委員会 (内藤委員長)

-英文特集号を担当している副委員長の蓮花先

生から審査の経過報告があった。採択8件，

不採択8件，残りは審査継続中である。年内

での終了を目指している。

(6) 若手研究者支援委員会 (蓮花委員長)

.審議事項で検討をお願いする。

(7) 学会賞選考委員会 o篠田委員長)

.審議事項で検討をお願いする。

(8) 選挙管理員会(浮谷委員長)

• 10月31日に投票用紙を送付 した。投票の締め

切りは II月18日(必着)，開票はII月23日に

日本体育大学会議室で行う 。

3. 2011年度第78回大会報告 (内藤大会委員長)

-大会への参加についてお礼があった。

-参加者数などの結果は集計中である。

4. 2012年度第79回大会について(演大会委員長)

・会員，非会員，予約，当日にかかわ らず，院

生，学部生，研究生の参加費用を一律にする0

・研究発表(ポスタ ー)の時間帯は初日午後の

みとする。白主ワークショッ プは両日に実施

する。

-時間帯を希望 しない自主ワークショッ プにつ

いては，企画質 ・ 発表質を無~q にする 。

-大会企画は，シンポジウム l件である。

-研修会A (第 l日目)ど研修会 B (第 2E:H~n

は，研究発表ど別時間帯にする。

-懇親会はキャンパス内で行い，予約参加lの場

合4，000円とする。

-理事会は，前日午後2時30分に開会 し，理事

懇親会は，新札幌のシェラトンホテlレで、行う。

ll. 審議事項

1 理事長諮問機関からの提案に関する件

(1係国副理事長)

(1) 下記の件について検討している。

• EI本応用心理学会の英文表記について

・ホームページのリニューアlレ・運用について

・メーノレニュースの新設 ・運用について

・マイ ページの新設 ・運用について

. I優秀大会発表賞規程」の作成について

・「大会研修会A • BJ講師謝金，ならびに 「公

開シンポジウム」講師謝金について

- 学会企画書籍 『現代社会ど応用心理学 (仮称) ~

(全7巻)について

2. 若手研究者支援に関する件 (蓮花委員長)

-第79回大会から 当日の直接支援は廃止するこ

が承認された。 非会員の補助は事前の I~，I し込

みのみとする。

・非会員が当日参加 した場合の大会参加賀の支

援を溌止することが承認された。

-自主企画ワークショッフ。の補助については，

事前申し込みがあった場合に補助金2万円を

当日受付で渡すことが承認された。

-非会員の大会参加賀については，減額 したら

どうかど いう 提案があった。演大会委員長か

ら，第79回大会は大会関係経費が安 く設定さ

れてい るのでその決定に準 じるどの回答が

あった。予約も 当日 も同額どする。院生， 学

音11生，研究生を含むことどする。

-学f:yll生の参加貨を別途に設定して安 くした ら

どうかという提案があった。第79回大会につ

いては，大会主催校の決定に一任することに

なった。今後新設するかどうかは継続審議と

する。
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-院生の発表賀補助については， 事前の申請を

条件どして例年どおり 実施する。

・学生会員 (学部生)が大会で責任発表者にな

れるかどうかは継続審議とする。発表内容の

質を維持する こと ができるか， 事前審査をす

るかどうかなどを今後の検討課題とする。

3. r優秀大会発表賞Jに関する件 o篠田委員長)

-第i8回大会の結果(資料)を提示 した。次回

の常任理事会 までに検討するように依頼が

あった。昨年並み(初日ど 2日日を合計 して 4

件程度)の慢'員件数を予定している。

4. 東日本大震災に関わる研究者支援に関する件

(森下委員長)

(1) 3件の申請があり ，検討の結果次のように

決定 した。

①研究課題 (No.Ol)… 15万円

申請者.藤森立男氏(横浜国立大学)他 II名

『被災児童の心のケアに関する実践活動』

c;研究課題 (No.02)… 10万円

申請者.村上裕子氏(東京海上自動火災メデ

イカ/レサービス(株))イ也4名

『福島県相馬市における，人やコミュニテイの

つながりを回復する心理社会的支援』

③研究課題 (No.03)"'10万円

申請者 田中真介氏(京都大学)他l名

n京都の家」 プロジェク 卜による震災支援活

動』

5 新入会員審査および会員異動に関する件

(浮谷事務局長)

・新入会員 どして一般会員11名， 学生会員2名

を審査 した結果， 一般会員10名と学生会員l名

を承認した(敬称11臨)。

一般会員 l名は入会申込書の記載内容不備

で不承認とした。学生会員l名は申請を辞退

したためにE反り消した。

一般会員:祥雲|暁代，鈴木 恵，椎野和代，

大谷和大，浦上涼子，松本麻友子，谷口嘉男，

亀岡聖朗，森利久，久保山和彦

学生会員 山本育代

・次回の常任理事会は，平成23年 12月 11日(日)

に中京大学にて開催する予定である。

2011年度第5回常任理事会議事録

日 時 2011年12月11日(日) 1 3時00分~ 15時00分

場 所:中京大学3号館別館5階

心理学部大学院研修室

出席者:森下高治理事長，藤田主一高IJ理事長

浮谷秀一，川本利恵子，大坊郁夫，谷口泰

富，内藤哲雄，日系森立男，向井希宏(以上

9名)

欠席者:井上孝代，田中真介(委任状)，田之内厚

三 (委任状)，玉井 貨 (委任状)，蓮花一

己 (委任状)，演 保久(第i9回大会委員

長)

事務局:浮谷秀一 (事務局長)

I 報告事項

l 理事長より(森下r!jI事長)

-会場を提供していただいた向井先生，ならび

に日H程日に開催した常任理事会参加へのお礼

カtあった0

・11月 12日の公開シンポジウム開催にあたって，

会場を提供していただいた藤田先生をはじめ

関係した皆線に対してお礼があった。

-機関誌第37巻第l号の刊行に対してお礼があっ

た。

2 委員会報告事項

1) 機関誌編集委員会 ()11本委員長)

-機関誌第37巻第 I号を|刊行し，次号に向け

て準備している。

2) 企画委員会 (代四・浮谷事務局長)

・公開シンポジウム 「“まさか !"の応用心理学

一災害時はこうする 」が開催されたこと ，

ならびに開催にあたって協力していただいた

皆様へのお礼があった。

3) 広報委員会 Oi長森委員長)

・『応用心理学のクロスロード』第4号が完成し

ている。12月19I三|に発送の予定である。来年

度以降 w応用心理学のクロスロ ード』は年 l

号 どする。紙ベースのニュ ースレタ ーを発行

するかについては，今後検討する。

4) r応用心瑚!士」認定審査委員会

(代理:浮谷委員)

・2011年度後期の申請者は，現在3名である。
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これから認定作業を進める。

5) 国際交流委員会 (内藤委員長)

.特になし。

6) 若手研究者支援委員会(代理:浮谷事務局

長)

・特になし

7) 学会賞選考委員会 (藤田委員長)

.審議事項で検討をお願いする。

8) 選挙管理員会(浮谷委員長)

-役員選挙の開票を11月23日に日本体育大学会

議室で行った。結果は審議事項で報告する。

3. 2011年度第78回大会報告(内線大会委員長)

-詳細な報告書を作成中であるが，収支が黒字

になったと報告を受けている。

4. 2012年度第79回大会について

(代』盟・浮谷事務局長)

-特になし

II 審議事項

l 役員選挙開票結果に関する件(浮谷委員長)

・資料に基づき結果の報告があった。

-会員に対する選挙結果の通知はメーlレニュ ー

スで配信することになった。そのため，今後

はメ ーノレニュースそホームページの会員専用

入口からログインすることで見られるように

修正する。

2 推薦理事9名の決定に関する件(森下理事長)

-推薦理事を決定するにあたって，まず次のよ

うな基本的な方針を決めた。まず①現常任理

事を推薦する ②当選者どの同票者を推薦す

る ③分野を考慮して推薦する

-基本方針lこ従って，岩崎祥一氏，内山伊知郎

氏，角山剛氏，桐生正幸氏，小 11鳴正敏氏，i賓

保久氏，松下由美子氏，向井希宏氏，森田敏

子氏，~決定した。 また，次点として星蒸

氏，次次点どして大洲憲一氏を決定した。

3. I優秀大会発表質」 に関する件(藤田委員長)

-資料に基づき 2日間で昨年並みの4件から 5件

を決定したい旨の説明があった後， 1日1::::14件，

21三11::::111'1二という提案が出され，審議の結果提

案どおりに決定した。

. I優秀大会発表質規程」を提案して審議するこ

どになった。

4 理事長諮問機関からの提案に関する件

O{来回副理事長)

・「優秀大会発表賞規程」が提案され，再受賞の

件，公表の仕方，施行日について検討した。

その結果，平成23年12月11日から施行するこ

と，第l著者は5年間再受賞でさないことを明

記することになった。 またホ ームページの

「会則 ・規程」欄に掲載することになった。

-日本応用心理学会の英文表記については， 今

後も検討することになった。

・ホームページのリニューアlレ・ 運用について，

継続的にお願いするこどになった。

・メーノレニュースの運用については，原則どし

て広報委員会が担当することになった。

・マイページの運用が始まったことに関連して，

名誉会員から簡単な IlH子の会員名簿を作成で

きないかどいう提案について議論 した結果，

作成しないこどになった。

• I大会研修会A・BJ講師謝金，ならびに 「公

開シンポジウム」諮師謝金について， 今後謝

金を統一することが提案され，継続して検討

することになった。

・学会企画書籍 『現代社会と応用心理学(仮称)j]

(全7巻)について， 資料に基づき，企画趣旨，

出版社として福村出版を検討していることが

説明された。審議の結果，学会企画書籍出版

の提案を承認した。学会企画書籍編集委員会

を発足し，進めていくことも承認された。

5 新入会員審査および会員異動に関する件

(浮谷事務局長)

・一般会員 として入会を申請した 3名のうち 2名

を承認 した。学生会員 として申請 された l名

は， 学生会員 どしての資格がないため承認さ

れなかったが， 一般会員 として申請し直 した

場合は承認するこどになった。(敬称111各)

一般会員 徳吉陽河，横山真也

-次回の市・任理事会は，平成24年3月4日(日)に

日本体育大学にて開催する予定である。



事務局だより

日本応用心理学会 2010年度決算書
(2010年 4月 1EI ~2011 年 3 月 3 1 日)

lji( 入

項 EI 決算額

会J!i 6，105，000 

過年度分*(100 :y:，) 591，000 

*学生会i二LWVJ会口 i名を含む

本年度分村 (921名) 5，514，000 

料学生会口4名含む

賛助会費(過年度分を含む) 30，000 

「応用心理士」関係 330，000 

務査料 90，000 

認定年↓ 240，000 

機関誌売り上げ 364，660 

雑収入(著作権使用料等) 56，973 

前年度繰魁金 771，297 

名簿作成績立金取flli金 1，000，000 

特別企画積立金取崩 。

乏EhB 青| 8，657，930 

《日IH会会計》

l 名簿作成積立金

2009年度繰越金 1，000，000 

2010年度取崩(清算) -1，000，000 。
2 特別企画積立金

2009年度繰越金 3，000，000 

2010年度取崩金 0 

3，000，000 

以上の通り相違ありません。

平成 23年 8月初 日

司Z成 231'1" 9月 6日

予算額

5，844，000 

528，000 

5，316，000 

40，000 

400，000 

100，000 

300，000 

200，000 

100，000 

771，297 

3，000，000 

10，355，297 

支

項 目

第 77回大会補助資

~~三，11

心耳l'学言古学会連合会費

シンポジウム ・講演賞謝金

研修会講師誘l金
国際交流賞

~文特集号関係諸費

「応H'I心1m士」関係経費

委員会活動資

機関誌編集委員会

企図委員会

広報委員会

国際交流委員会

若手研究者支擬委員会

学会t'i:選考委員会

{命迎!委員会

学会活性化プロジェクト

チーム活動資

印刷賀

機関誌

広報関係

その他

通信r~

機|革問、郵送賀

広報関係郵送賀

その他

常任問事交通~!i

事務局運営資

事務局委託費

名簿作成積立金

特別企闘積立金

予備J!i(名簿未払い分)

次年度繰越金

Z込 言|口

3 若手育成基金

2009年度繰i低金

2010年度支援金

μ1 

決算徹

700，000 

30，000 

60，000 

30，000 

60，000 

736，457 。
48，982 

740，314 

182，403 

257，528 

140，378 

29，640 。
101，725 。
28，640 

2，215，518 

1，238，055 

900，000 

77，463 

580，997 

151，095 

246，892 

183，010 

894，040 

399，730 

719，271 。
。

258，043 

1，184，578 

8，657，930 

1，855，506 

122，000 

1，733，506 

~::主事

Wii事

( 147 ) 

予算傾

700，000 

100，000 

60，000 

200，000 

60，000 

1，000，000 

200，000 

200，000 

1，450，000 

500，000 

300，000 

150，000 

100，000 

50，000 

100，000 

50，000 

200，000 

3，500，000 

2，500，000 

900，000 

100，000 

550，000 

200，000 

200，000 

150，000 

950，000 

300，000 

800，000 

100，000 。
185，297 。

10，355，297 

高純良博 ⑪

手島茂樹 ⑮
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日本応用心理学会 2011年度予算案
(2011 年 4 月 1 日 ~2012 年 3 月 31 1':1) 

4)( 入

項 目 予算紅i

会'e'i 6，210，000 

jf!i!年度分 600，000 100名

本年度分 5，610，000 935名

賛助会費 30，000 

「応m心理士」関係 400，000 

務査料 100，000 

認定料 300，000 

その他 。

機関誌売り上げ 300，000 

雑収入 50，000 

前年度繰越金 1，184，578 

名簿作成積立金取崩金

特別企画積立金取崩金 500，000 

音| 8，674，578 

《日11途会計》

l 特別企画積立金

2010年度繰越金 3，000，000 

2011年度取崩金 一500，000

2，500，000 

2 若手育成基金

2010年度繰越金 1，733，506 

2011年度支援金 300，000 

1，433，506 

前年度決算額

6，105，000 

591，000 

5，514，000 

30，000 

330，000 

90，000 

240，000 

。

364，660 

56，973 

771，297 

1，000，000 

8，657，930 

支

f_w EI 

第 78回大会トiliDJJf"!t
学会11
心理学諸学会連合会資

シンポジウム ・前淡白謝金

研修会部自li謝金

国際交涜資

英文特集号関係諸政

「応用心1m士」関係経質

委員会活動資

機関誌編集委員会

企画委員会

広報委員会

国際交流委員会

若手研究者支援委員会

学会自選考委員会

倫理委員会

学会活性化プロジェク

トチーム活動資

印刷政

機関誌

広報関係

その他

通信政

機関誌郵送政

広報IMI係郵送政

その他

常任理事交通政

事務局運営'e'i

事務局委託賀

英文特集号積立金

選挙関連政Jfl
名古'q作成創立金

特別企画伯立金

予備資

次年度繰越金

自|

3. ~文特集号作成積立金

20日年度積立金

出

予算徹

700，000 。
60，000 

200，000 

60，000 

100，000 。
50，000 

950，000 

300，000 

300，000 

150，000 

50，000 

50，000 

50，000 

50，000 

2，500，000 

1，500，000 

900，000 

100，000 

550，000 

150，000 

250，000 

150，000 

900，000 

200，000 

800，000 

500，000 

500，000 

。
604，578 

8，674，578 

500，000 

500，000 

前年度決0l:~n

700，000 

30，000 

60，000 

30，000 

60，000 

736，457 。
48，982 

740，314 

182，403 

257，528 

140，378 

29，640 。
101，725 。
28，640 

2，215，518 

1，238，055 

900，000 

77，463 

580，997 

151，095 

246，892 

183，010 

894，040 

399，730 

719，271 

。
。

258，043 

1，184，578 

8，657，930 



事務局だより ( 149 ) 

日本応用心理学会第 77回大会決算報告書

収入 支出

摘要 金額 (/IJ) 摘袈 金納(円)

大会参加]~ 1.765，000 大会フ。ログラム論文集等印!iHj賀 940，905 

( 17~訳) 正会員 予約 5，000 153 765，000 

正会員 当日 6，000 43 258，000 ポスター ・チラシ印刷費 78，225 

正会員|坑生 予約 2，000 52 104，000 

正会員|抗生 当日 3，000 7 21，000 459，185 

非会員 予約 6，000 52 312，000 

非会員 当日 7，000 20 140，000 ホームページ作成 ・管理資 50，000 

非会員院生 予約 3，000 8 24，000 

~/，会員|境生 当日 3，500 36 126，000 会場資 369，404 

プレシンポ参加者 5，000 3 15，000 

発表質 916，000 

(内訳) 正会員 ・名誉 5，000 119 595，000 恕おl会J!i
正会員|抗生 3，000 43 129，000 

非会員l涜生 10，000 16 160，000 ITi~~ 自i/i ・ 企図参加謝礼 1，064，180 

~ /，会員院生 8，000 4 32，000 

当日アJレノfイ 卜請:j礼 353，180 

自主ワークシヨ 7プ 38，000 

(内訳) 正会員 5，000 7 35，000 準備委員会連営費 49，964 

院生 3，000 3，000 

理事懇親会 144，000 

論文集代 301，000 

(内訳) 云人貝口 予約 5，000 23 115，000 当日昼食代 227，920 

非会員 予約 6，000 6 36，000 

当日 6，000 25 150，000 消耗I![]・文具 ・飲み物 151，730 

プログラム代 1，000 1，000 コピー代 192，023 

懇親会資 618，000 遠隔地交通政判/ifl)J 17，000 

(内訳) 正会員 予約 5，000 40 200，000 

非会員 予約 7，000 14 98，000 大会事務局員謝礼 76，239 

当日 7，000 28 196，000 

院生 予約 3，000 8 24，000 

院生 当日 4，000 23 92，000 

同伴者 4，000 2 8，000 

研修会î~ 38，000 

(内訳) 正会員 予約 500 49 24，500 

正会員 当日 1，000 12 12，000 

~ /，会員 当日 1.500 1，500 

広告政 ・機*Ii書籍展示資 275，000 

学会本部中iliWJ 700，000 

理事会本町Ifilill)] 100，000 

大会プレシンポジ ウム 100，000 

大会ポストシンポジウ ム 100，000 

論文集賢い取り(大会本部) 180，000 

収入合計 5，132，000 支出合計 5，132，000 

以上の通り相違ありません。 "/"}j立23年 3月 12日 大会委員長 l壬l 中 J~介@
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